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2022年09月08日更新　新原稿

　令和元年7月より、弊社販売サイト　e-penshimda.com　で販売を
開始した、「抗菌ステンレスボールペン　KASARO」。
　令和２年度の群馬県「Fashionable　Gunma　商品プロデュース」
事業にて、デザイナー山崎勇人氏により、ロゴ及びパッケージの刷新を
行いました。プロデザイナーのデザインにより、抗菌・清潔・継続を
キーワードに、より清潔感のある、ロゴ、パッケージとなりました。ま
た、同年、カサロノック式を開発、大手食品加工メーカーにも採用さ
れ、令和３年度、グッドデザインぐんまにも選定されました。

　知財総合支援窓口には、以前より、意匠登録等、相談に乗って頂いていました。
今回、新ロゴ商標の相談及び、韓国バイヤーとのカサロ販売契約書作成においては、知的財産
部分に関して、親身に相談、対応頂きました。
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